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【 背 景 及 び 目 的 】  

平 成 30 年 、 国 内 で 26 年 ぶ り に 豚 熱 が 発 生 し た 。 農 場 へ の ウ イ

ル ス 侵 入 に は 、 野 生 い の し し の 関 与 が 示 唆 さ れ て い る 。 こ の こ と

か ら 養 豚 場 等 の 豚 熱 発 生 防 止 に 繋 げ る た め 、 野 生 い の し し の 豚 熱

浸 潤 状 況 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 国 内 で の 豚 熱 発 生 以 降 、

野 生 い の し し に 対 す る サ ー ベ イ ラ ン ス が 開 始 さ れ た 。 今 回 、 平 成

30 年 度 ～ 令 和 4 年 度 の 県 内 の 野 生 い の し し の 豚 熱 サ ー ベ イ ラ ン

ス の 検 査 結 果 を 報 告 す る 。  

【 方 法 】  

平 成 30 年 10 月 ～ 令 和 4 年 12 月 の 野 生 い の し し 91 2 頭 （ 捕 獲

い の し し 881 頭 、死 亡 い の し し 31 頭 ）に つ い て 、CS F 遺 伝 子 検 査

[コ ン ベ ン シ ョ ナ ル RT- P C R (令 和 3 年 6 月 以 前 )、リ ア ル タ イ ム RT-

P C R (令 和 3 年 7 月 以 降 )]及 び CSF 抗 体 検 査 （ EL I S A） を 実 施 し た

（ 図 1）。ま た 、結 果 に つ い て 、① 市 町 村 ご と に 、年 度 ご と の 遺 伝

子 陽 性 率 、 抗 体 陽 性 率 の 推 移 を 確 認 し た 。 ② 県 全 体 ・ 有 田 郡 以 北

の 紀 北 地 域 ・ 日 高 郡 以 南 の 紀 南 地 域 の 地 域 ご と に 、 月 ご と の 遺 伝

子 陽 性 率 、 抗 体 陽 性 率 の 推 移 を 、 豚 熱 発 生 に つ い て 先 行 し て い る

岐 阜 県 の 推 移 と 照 ら し 合 わ せ て 、 確 認 し た 。  

【 結 果 】  

① 市 町 村 ご と の 遺 伝 子 陽 性 率 の 推 移 に つ い て 、平 成 30 年 度 、令 和

元 年 度 は 、 遺 伝 子 陽 性 は 確 認 さ れ な か つ た が 、 令 和 2 年 度 に 7 市

町 、 令 和 3 年 度 に 24 市 町 村 、 令 和 4 年 度 に 3 市 町 で 遺 伝 子 陽 性

が 確 認 さ れ た（ 図 2）。令 和 3 年 度 が 最 も 広 範 囲 で 、高 い 陽 性 率 で

の 遺 伝 子 が 検 出 さ れ た 。 令 和 2 年 度 に 豚 熱 が 発 生 し た 養 豚 場 は 、

県 内 で 豚 熱 ウ イ ル ス が 検 出 さ れ 始 め た 地 域 内 で あ っ た 。 豚 熱 ウ イ

ル ス の 遺 伝 子 系 統 樹 つ い て 、 県 内 初 発 検 体 の み 、 動 物 衛 生 研 究 部

門 で 作 成 し た 結 果 、 国 内 初 発 の 岐 阜 県 と 同 じ 、 遺 伝 子 型 2.1 の グ

ル ー プ に 分 類 さ れ た（ 図 3）。令 和 ２ 年 の 県 内 初 発 検 体 と 令 和 3 年

の 検 体 の 計 7 検 体 に つ い て 、 塩 基 変 異 か ら 動 物 衛 生 研 究 部 門 の ル

ー ル の 下 、 ウ イ ル ス 株 の グ ル ー プ 分 け が 実 施 さ れ た 。 結 果 は 、 グ

ル ー プ の 区 分 が 、 8 つ 目 の ア ル フ ァ ベ ッ ト ま で 共 通 し て い た （ 図

4）。 市 町 村 ご と の 抗 体 陽 性 率 の 推 移 に つ い て 、 令 和 2 年 度 に 4 市

町 、 令 和 3 年 度 に 21 市 町 村 、 令 和 4 年 度 に 12 市 町 で 陽 性 が 確 認

さ れ た （ 図 5）。 令 和 3 年 度 が 最 も 広 範 囲 で 、 抗 体 が 検 出 さ れ た 。

② 令 和 4 年 12 月 ま で の 県 全 体 の 遺 伝 子 陽 性 率 ・ 抗 体 陽 性 率 の 推

移 に つ い て 、遺 伝 子 検 査 に つ い て 、令 和 2 年 10 月 に 陽 性 を 確 認 し



て 以 降 、 陽 性 率 は 上 昇 と 下 降 を 繰 り 返 し な が ら 、 令 和 3 年 9 月 頃

ま で は 上 昇 傾 向 、 令 和 3 年 10 月 頃 以 降 は 下 降 傾 向 で あ っ た （ 図

6）。一 方 、抗 体 検 査 に つ い て 、令 和 2 年 11 月 の 陽 性 確 認 以 降 、陽

性 率 は 上 昇 と 下 降 を 繰 り 返 し な が ら 、 令 和 3 年 11 月 頃 ま で 上 昇

傾 向 、令 和 3 年 12 月 頃 以 降 は 下 降 傾 向 で あ っ た 。ま た 、県 内 で の

豚 熱 の 発 生 は 、 陽 性 率 の 上 昇 傾 向 中 の 時 期 で あ っ た 。 地 域 別 に お

け る 結 果 に つ い て 、 検 査 頭 数 は 紀 北 地 域 の 方 が 多 く 、 県 全 体 の と

き と 同 様 に 、 遺 伝 子 及 び 抗 体 の 陽 性 率 は 上 昇 と 下 降 を 繰 り 返 し な

が ら 、 ピ ー ク 月 ま で 上 昇 傾 向 、 ピ ー ク 月 以 降 は 下 降 傾 向 で あ っ た

（ 図 7）。紀 北 地 域 の ピ ー ク 月 は と も に 令 和 3 年 夏 頃 で 、紀 北 地 域

の 方 が 紀 南 地 域 よ り 早 い 時 期 で あ っ た 。  

【 考 察 】  

① 令 和 3 年 度 が 最 も 広 範 囲 で 豚 熱 ウ イ ル ス が 浸 潤 し て い た と 考 え

ら れ た 。 令 和 2 年 度 に は 県 内 で 豚 熱 遺 伝 子 が 検 出 さ れ 始 め た 中 の

養 豚 場 で 豚 熱 が 発 生 し た 。 豚 熱 ウ イ ル ス が 検 出 さ れ た 地 域 内 の 農

場 で は 、 特 に 防 疫 対 策 の 強 化 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、

令 和 2 年 度 の 県 内 初 発 の 検 体 は 、 平 成 30 年 夏 以 降 の 国 内 の 事 例

と 同 じ グ ル ー プ に 属 す る ウ イ ル ス 株 に 感 染 し た と 考 え ら れ る 。 令

和 2 年 度 の 県 内 初 発 の 検 体 と 、 令 和 3 年 度 の 県 内 5 検 体 の ウ イ ル

ス は 、 近 縁 で あ る と 考 え ら れ た 。 ② 令 和 3 年 頃 ま で 、 県 全 体 で 、

感 染 耐 過 個 体 の 存 在 や 経 口 ワ ク チ ン に よ る 効 果 に よ り 、 免 疫 獲 得

個 体 が 増 加 し た 可 能 性 が あ る 。 和 歌 山 県 内 で 、 感 染 が 広 が り に く

く な り 、 感 染 個 体 が 減 少 し た た め 、 感 染 耐 過 個 体 が 減 少 し 、 免 疫

獲 得 個 体 の 減 少 に 繋 が っ た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 ま た 、 こ の 傾 向

は 紀 北 地 域 に 先 行 し て 認 め ら れ た 。 紀 南 地 域 で も 陽 性 率 は 減 少 傾

向 中 の た め 今 後 警 戒 が 必 要 だ と 考 え ら れ る 。 平 成 30 年 9 月 豚 熱

が 発 生 し た 岐 阜 県 の PCR , E L I S A 陽 性 率 の 月 ご と の 推 移 に つ い て 、

ELI S A 陽 性 率 は 、 令 和 2 年 度 の ピ ー ク 後 、 減 少 傾 向 、 PCR 陽 性 率

は 、 平 成 31 年 度 の ピ ー ク 後 、 減 少 傾 向 で あ っ た （ 図 8）。 ま た 、

岐 阜 県 の PCR 陽 性 率 は 、 令 和 4 年 度 若 干 増 加 傾 向 で あ る た め 、 和

歌 山 県 で も 今 後 陽 性 率 が 増 加 す る 可 能 性 が あ る 。 今 後 、 傾 向 を 把

握 す る た め 検 査 の 継 続 が 必 要 と 考 え ら れ た 。 今 後 も 、 行 政 機 関 及

び 関 係 団 体 が 連 携 し 、 防 疫 対 策 の 強 化 し 、 養 豚 場 等 の 豚 熱 発 生 防

止 に 繋 げ る た め 、 継 続 的 に 検 査 を 実 施 し 陽 性 率 が 上 昇 し 始 め る 時

期 ・ 地 域 を 迅 速 に 把 握 す る 必 要 が あ る 。  

 

 



死亡いのしし 合計

平成30年度 1 1

令和元年度 6 77

令和２年度 11 311

令和３年度 10 310

令和４年度 3 213

合計 31 912

300 （－）

300（ 37 ）

210（ 85 ）

881（ 122 ）

捕獲いのしし（うちジビエ仕向き）

０（－）

71（－）

図１：材料

－捕獲いのしし：血清

－死亡いのしし：扁桃、脾臓、腎臓、（血清）

＊ジビエ仕向け： 豚熱感染確認区域内の捕獲いのししを食肉流通するための検査。
令和３年５月から開始。豚熱サーベイランスに含む。

検体：野生いのしし９１２頭 （平成３０年１０月～令和４年１２月）

＊

図２ 市町村ごとの遺伝子陽性率の推移

令和3年度に最も広範囲で豚熱ウイルスの遺伝子が検出

令和２年度 令和３年度 令和４年度
平成３０年度
令和元年度

０市町村 ７市町 ２４市町村 ３市町

：検査なし、 ：0%、 ：～10%、 ：～20%、 ：～30%、 ：～40%、 ：40%<

：豚熱発生農場

図３ 豚熱ウイルスの遺伝子系統樹

遺伝子型２.１のグループに分類

豚熱ウイルスの
遺伝子系統樹

ペスチウイルスゲノム

５’UTR領域の増幅物の

塩基配列を決定

↓

１５０bpの領域を用いて

遺伝子系統樹解析

【県内初発検体のみ実施】

＊

図４ ウイルス株のグループ分け

グループの区分が、A-B-E-J-C-C-B-D まで共通

塩基変異から
動物衛生研究部門のルールの下
ウイルス株をグループ分け

県内７検体

No.1・No.2：県内初発検体

1

2
380

334

408

415

462

No. 日付 グループの区分
1 R2.10 A-B-E-J-C-C-B-D
2 R2.10 A-B-E-J-C-C-B-D
380 R3.9 A-B-E-J-C-C-B-D-D
334 R3.2 A-B-E-J-C-C-B-D
408 R3.4 A-B-E-J-C-C-B-D-C
415 R3.4 A-B-E-J-C-C-B-D-C
462 R3.6 A-B-E-J-C-C-B-D

図５ 市町村ごとの抗体陽性率の推移

令和３年度に最も広範囲で豚熱ウイルスの抗体が検出

令和２年度 令和３年度 令和４年度
平成３０年度
令和元年度

０市町村 ４市町 ２１市町村 １２市町

：検査なし、 ：0%、 ：～10%、 ：～20%、 ：～30%、 ：～40%、 ：40%<

：豚熱発生農場

図６ 県全体の遺伝子陽性率・抗体陽性率の推移

• 遺伝子検出のピーク月：令和３年 ４月７月９月 （陽性率４５%）
• 抗体検出のピーク月：令和３年 １１月 （陽性率６８%）

豚熱発生



図７ 遺伝子陽性率・抗体陽性率の推移

遺伝子検出・抗体検出の
ピーク月は、紀北地域の方が
早い時期であった

• 上グラフ：紀北地域
• 下グラフ：紀南地域

地域 遺伝子検出 抗体検出

紀北
令和3年 7月

(66%)
令和3年 6月

(100%)

紀南
令和3年 9月

(60%)
令和4年 4月5月7月9月

(100%)

ピーク月（ピーク月の陽性率）

豚熱発生

図８：岐阜県におけるPCR,ELISA陽性率の推移（月毎）

岐阜県HP（https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment/336756.pdf）

• ELISA＋率：令和２年度のピーク後、減少傾向。
• PCR＋率：平成３１年度のピーク後、減少傾向。令和４年度若干増加傾向。
→ 今後、和歌山県でも陽性率が増加する可能性があるため、検査の継続が必要。

岐阜県が先行


